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事例8 食用油製造工場／工場内温度監視システム

導入前の課題
• IoT型ｾﾝｻｰが適切と思うが選定がわからない
• 工場内に無線ﾈｯﾄﾜｰｸの環境が無い
• 現行温度計は保守できる社員が限られている

• 温度ﾃﾞｰﾀ以外も拡張可能なIoTｼｽﾃﾑの利便性
• 社内LANをﾍﾞｰｽに工場内に無線ﾈｯﾄﾜｰｸを構築
• 保守ｻｰﾋﾞｽとしてｾﾝｻｰ校正が用意されていた

• 人の巡回が不要となり工数を他へ当てれた
• 外部報告書を電子化でき記入の手間が省けた
• 保守ｻｰﾋﾞｽにより自社対応が不要になった

選んだ理由 導入の効果

▶

・人の巡回(3回/日)が不要となり工数を他の仕事へ割り当て
・複雑な様式の外部報告書の作成を自動化

▶ 温度だけでなく湿度など他の情報ｾﾝｼﾝｸﾞにも対応

▶

▶ 上位ｼｽﾃﾑとの連携を可能とするﾃﾞｰﾀ提供機能

▶
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■ポイント

■導入費用・納期
・ハードウェア購入費 150万円
・取り付け工事費 50万円
・納期:2カ月

工場内の個別実状を踏まえた後付け防水対策

会社名
食用油製造工場様

業種
食用加工油脂事業他

従業員数
約1,800人

所在地
全国１工場

お客様のプロフィール

防水対策

無線(920MHz)

無線(WiFi)
有線

外部報告書

▶a

▶b

▶c

工場(全4ﾌﾛｱ)

食品飲料食品飲料
工 場工 場現行温度計をIoT型センサー

へ刷新、省人化が進む

お客様工場では製油工程の品質維持を目的に場内を一

定温度に保ち、その温度監視を人の定時巡回で対応してい

ましが、現行温度計の老朽化による刷新タイミングで業務

の効率化を図ることとしました。


